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(57)【要約】
【課題】極力部材数を制限するとともに、各部材の成形
性を考慮し、また、組み付け操作も容易な構造を備えた
トリガー式液体噴出器を提案する。
【解決手段】本体Ｂを、縦流路ｐ、シリンダ39、射出筒
54を備えた構成とし、これを下部部材B1と、中間部部材
B2と、上部部材B3とで構成し、下部部材B1に装着キャッ
プＡとパイプＣとを、中間部部材B2にプランジャＥとト
リガーＦとを、上部部材B3にノズルＤと、本体Ｂの上面
、両側面、後面を覆合するカバーＨとを、それぞれ装着
する構成とし、トリガーＦにプランジャＥ先端を枢着さ
せてトリガーＦの揺動とプランジャＥの前後動を連係さ
せ、別に装着したバネ部材ＧでトリガーＦを前方付勢す
ることでプランジャＥを前方付勢する如く構成した。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　容器体（２）と、容器体（２）の口頸部（12）に装着キャップ（Ａ）を嵌合させて装着
するトリガー式ポンプ（３）とを備え、トリガー式ポンプ（３）は、パイプ（Ｃ）を介し
て容器体（２）内と連通する縦流路（ｐ）を備えるとともに、縦流路（ｐ）の上部に連通
して前方へ射出筒（54）を突設し、射出筒（54）下方に縦流路（ｐ）と連通するシリンダ
（39）を前方へ突設した本体（Ｂ）と、射出筒（54）先端に嵌着したノズル（Ｄ）と、本
体（Ｂ）下部に回動可能に装着して容器体（２）の口頸部（12）外周に嵌合させる装着キ
ャップ（Ａ）と、射出筒（54）前部から揺動可能に垂下するトリガー（Ｆ）と、シリンダ
（39）に前方付勢状態で嵌合させたプランジャ（Ｅ）とを備え、トリガー操作によるプラ
ンジャ（Ｅ）の後退で、シリンダ（39）内の液体が縦流路（ｐ）内の吐出弁（46）、射出
筒（54）を通ってノズル（Ｄ）から噴出され、トリガー開放によるプランジャの前進で、
パイプ（Ｃ）、縦流路（ｐ）内の吸込み弁（31）を通って容器体（２）内液体がシリンダ
（39）内へ流入する如く構成したトリガー式液体噴出器に於いて、本体（Ｂ）を、縦流路
（ｐ）、シリンダ（39）、射出筒（54）を備えた構成とし、これを下部部材（B1）と、中
間部部材（B2）と、上部部材（B3）とで構成し、下部部材（B1）に装着キャップ（Ａ）と
パイプ（Ｃ）とを、中間部部材B2にプランジャ（Ｅ）とトリガー（Ｆ）とを、上部部材B3
にノズル（Ｄ）と、本体（Ｂ）の上面、両側面、後面を覆合するカバー（Ｈ）とを、それ
ぞれ装着する構成とし、トリガー（Ｆ）にプランジャ（Ｅ）先端を枢着させてトリガー（
Ｆ）の揺動とプランジャ（Ｅ）の前後動を連係させ、別に装着したバネ部材（Ｇ）でトリ
ガー（Ｆ）を前方付勢することでプランジャ（Ｅ）を前方付勢する如く構成したことを特
徴とするトリガー式液体噴出器。
【請求項２】
　バネ部材（Ｇ）は、プランジャ（Ｅ）先端部とトリガー（Ｆ）との枢着位置下方に位置
させた連結板部（81）の両端から、上方へ湾曲突出する一対の湾曲板部（80）を本体（Ｂ
）の両側にそれぞれ延設した形態をなし、湾曲板部（80）の先端部でトリガー（Ｆ）を前
方へ押圧付勢させるとともに、後端部を本体（Ｂ）両側にそれぞれ係止して構成した請求
項１に記載のトリガー式液体噴出器。
【請求項３】
　下部部材（B1）は、周囲に装着キャップ（Ａ）を回動可能に嵌合させた基筒部（25）と
、基筒部（25）内の後部偏心位置に支持されるとともに、下部にパイプ（Ｃ）を嵌着し、
上部に吸込み弁（31）を有する第１縦筒（28）とを備えてなり、中間部部材（B2）は、下
部を第１縦筒（28）に嵌合し、上部に吐出弁（46）を有する第２縦筒（37）の前方にシリ
ンダ（39）を突設するとともに、シリンダ（39）内にプランジャ（Ｅ）を装着し、シリン
ダ（39）の前部上部より立設した支持台部（44）にトリガー（Ｆ）を軸着して構成し、上
部部材（B3）は、第２縦筒（37）に嵌着させた第３縦筒（52）と、第３縦筒（52）の前方
に突設するとともに、中間部を支持台部（44）上に嵌合してその前方へ先端を突出した射
出筒（54）とを備え、射出筒（54）先端にノズル（Ｄ）を嵌着するとともに、本体（Ｂ）
を覆合してカバー（Ｈ）を装着して構成した請求項１又は請求項２に記載のトリガー式液
体噴出器。
【請求項４】
　吐出弁（46）を、縦流路（ｐ）内に突設した吐出弁座（38）と、吐出弁座（38）上に圧
接付勢した吐出弁体（51）とで構成し、吸込み弁（31）を、縦流路（ｐ）内に突設した吸
込み弁座（29）と、吸込み弁座（29）上に載置した上記吐出弁体（51）と同形状の吸込み
弁体（30）とで構成した請求項１乃至請求項３のいずれか１項に記載のトリガー式液体噴
出器。
【請求項５】
　吐出弁体（51）は、吐出弁座（38）上に圧接した棒状弁部（51ａ）と、棒状弁部（51ａ
）上の環状位置に複数立設するとともに、縦流路（ｐ）頂部に垂設したテーパ筒（50）周
囲に摺動可能に嵌合した傾斜面（ｆ）を備える弾性突部（51ｂ）とで構成し、テーパ筒（
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50）と各傾斜面（ｆ）とで常時吐出弁体（51）を下方へ付勢してなる請求項４に記載のト
リガー式液体噴出器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明はトリガー式液体噴出器に関する。
【背景技術】
【０００２】
　トリガー式液体噴出器として、容器体にトリガー式ポンプを装着させて構成され、トリ
ガー操作により容器体内の液をノズルより噴出する如く構成したものが種々提案されてい
る。（例えば、特許文献１参照）
【０００３】
　特許文献１に記載されたトリガー式液体噴出器は、垂直筒の中間部からシリンダを、上
端部から射出筒をそれぞれ前方へ突出し、また、上面及び左右側面、更に後面を、カバー
壁で覆合した本体を備え、本体下端に介在部材を介して容器体口頸部外面へ螺合させる装
着筒を垂下し、射出筒前端には、ノズル連結部材を介してノズルを嵌合させている。更に
、シリンダ内にはコイルスプリングにより前方付勢させたプランジャを嵌合させ、射出筒
前部から揺動可能に垂下するトリガーの上部後面へ、プランジャ前端を係合させている。
垂直筒内には吸込み弁を構成する玉状弁体を装着し、また、吐出弁を構成する弾性板付き
の吐出弁部材を嵌着している。そして、上記トリガー操作によるプランジャの後退で、シ
リンダ内の液体が吐出弁、射出筒を通ってノズルから噴出され、またトリガー開放による
プランジャの前進で、吸上げパイプ、吸込み弁を通って容器体内液体がシリンダ内へ流入
する如く構成している。
【０００４】
　上記トリガー式液体噴出器の構造は、装着筒と、垂直筒、シリンダ、射出筒及びカバー
壁を一体化した本体と、本体と装着筒を連結する介在部材と、ノズルと、ノズルと射出筒
を連結する連結部材と、トリガーと、トリガーを付勢するコイルスプリングと、プランジ
ャと、垂直筒内で吸込み弁を形成する玉状弁体と、吐出弁を形成する弁部材と、吸上げパ
イプ等から構成されており、その部材数も多く、また、各部材の組み付けの煩雑さも改良
の余地があった。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開平１０－２４９２５２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　本発明は上記した点に鑑みてなされたもので、極力部材数を制限するとともに、各部材
の成形性を考慮し、また、組み付け操作も容易な構造を備えたトリガー式液体噴出器を提
案する。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　第１の手段として、以下の通り構成した。即ち、容器体２と、容器体２の口頸部12に装
着キャップＡを嵌合させて装着するトリガー式ポンプ３とを備え、トリガー式ポンプ３は
、パイプＣを介して容器体２内と連通する縦流路ｐを備えるとともに、縦流路ｐの上部に
連通して前方へ射出筒54を突設し、射出筒54下方に縦流路ｐと連通するシリンダ39を前方
へ突設した本体Ｂと、射出筒54先端に嵌着したノズルＤと、本体Ｂ下部に回動可能に装着
して容器体２の口頸部12外周に嵌合させる装着キャップＡと、射出筒54前部から揺動可能
に垂下するトリガーＦと、シリンダ39に前方付勢状態で嵌合させたプランジャＥとを備え
、トリガー操作によるプランジャＥの後退で、シリンダ39内の液体が縦流路ｐ内の吐出弁
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46、射出筒54を通ってノズルＤから噴出され、トリガー開放によるプランジャの前進で、
パイプＣ、縦流路ｐ内の吸込み弁31を通って容器体２内液体がシリンダ39内へ流入する如
く構成したトリガー式液体噴出器に於いて、本体Ｂを、縦流路ｐ、シリンダ39、射出筒54
を備えた構成とし、これを下部部材B1と、中間部部材B2と、上部部材B3とで構成し、下部
部材B1に装着キャップＡとパイプＣとを、中間部部材B2にプランジャＥとトリガーＦとを
、上部部材B3にノズルＤと、本体Ｂの上面、両側面、後面を覆合するカバーＨとを、それ
ぞれ装着する構成とし、トリガーＦにプランジャＥ先端を枢着させてトリガーＦの揺動と
プランジャＥの前後動を連係させ、別に装着したバネ部材ＧでトリガーＦを前方付勢する
ことでプランジャＥを前方付勢する如く構成した。
【０００８】
　第２の手段として、以下の通り構成した。即ち、前記第１の手段に於いて、バネ部材Ｇ
は、プランジャＥ先端部とトリガーＦとの枢着位置下方に位置させた連結板部81の両端か
ら、上方へ湾曲突出する一対の湾曲板部80を本体Ｂの両側にそれぞれ延設した形態をなし
、湾曲板部80の先端部でトリガーＦを前方へ押圧付勢させるとともに、後端部を本体Ｂ両
側にそれぞれ係止して構成した。
【０００９】
　第３の手段として、以下の通り構成した。即ち、前記第１の手段又は第２の手段に於い
て、下部部材B1は、周囲に装着キャップＡを回動可能に嵌合させた基筒部25と、基筒部25
内の後部偏心位置に支持されるとともに、下部にパイプＣを嵌着し、上部に吸込み弁31を
有する第１縦筒28とを備えてなり、中間部部材B2は、下部を第１縦筒28に嵌合し、上部に
吐出弁46を有する第２縦筒37の前方にシリンダ39を突設するとともに、シリンダ39内にプ
ランジャＥを装着し、シリンダ39の前部上部より立設した支持台部44にトリガーＦを軸着
して構成し、上部部材B3は、第２縦筒37に嵌着させた第３縦筒52と、第３縦筒52の前方に
突設するとともに、中間部を支持台部44上に嵌合してその前方へ先端を突出した射出筒54
とを備え、射出筒54先端にノズルＤを嵌着するとともに、本体Ｂを覆合してカバーＨを装
着して構成した。
【００１０】
　第４の手段として、以下の通り構成した。即ち、前記第１の手段乃至第３の手段のいず
れかの手段に於いて、吐出弁46を、縦流路ｐ内に突設した吐出弁座38と、吐出弁座38上に
圧接付勢した吐出弁体51とで構成し、吸込み弁31を、縦流路ｐ内に突設した吸込み弁座29
と、吸込み弁座29上に載置した上記吐出弁体51と同形状の吸込み弁体30とで構成した。
【００１１】
　第５の手段として、以下の通り構成した。即ち、前記第４の手段に於いて、吐出弁体51
は、吐出弁座38上に圧接した棒状弁部51ａと、棒状弁部51ａ上の環状位置に複数立設する
とともに、縦流路ｐ頂部に垂設したテーパ筒50周囲に摺動可能に嵌合した傾斜面ｆを備え
る弾性突部51ｂとで構成し、テーパ筒50と各傾斜面ｆとで常時吐出弁体51を下方へ付勢し
てなる。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明によれば、本体Ｂを、縦流路ｐ、シリンダ39、射出筒54を備えた構成とし、これ
を下部部材B1と、中間部部材B2と、上部部材B3とで構成し、下部部材B1に装着キャップＡ
とパイプＣとを、中間部部材B2にプランジャＥとトリガーＦとを、上部部材B3にノズルＤ
と、本体Ｂの上面、両側面、後面を覆合するカバーＨとを、それぞれ装着する構成とし、
トリガーＦにプランジャＥ先端を枢着させてトリガーＦの揺動とプランジャＥの前後動を
連係させ、別に装着したバネ部材ＧでトリガーＦを前方付勢することでプランジャＥを前
方付勢する如く構成したので、細かいコイルスプリングを使用しないで済む点からも組み
付け操作が容易となり、また、本体Ｂを分離成形しているにも拘わらず、例えば、従来の
介在部材や連結部材を削除できているため、部材数も多くならず、しかもそれぞれの組み
付け操作がより容易となる利点がある。
【００１３】
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　また、バネ部材Ｇは、プランジャＥ先端部とトリガーＦとの枢着位置下方に位置させた
連結板部81の両端から、上方へ湾曲突出する一対の湾曲板部80を本体Ｂの両側にそれぞれ
延設した形態をなし、湾曲板部80の先端部でトリガーＦを前方へ押圧付勢させるとともに
、後端部を本体Ｂ両側にそれぞれ係止して構成した場合には、更に組み付けが容易となり
、その構造も簡単であるため製造上の利点もある。
【００１４】
　また、下部部材B1は、周囲に装着キャップＡを回動可能に嵌合させた基筒部25と、基筒
部25内の後部偏心位置に支持されるとともに、下部にパイプＣを嵌着し、上部に吸込み弁
31を有する第１縦筒28とを備えてなり、中間部部材B2は、下部を第１縦筒28に嵌合し、上
部に吐出弁46を有する第２縦筒37の前方にシリンダ39を突設するとともに、シリンダ39内
にプランジャＥを装着し、シリンダ39の前部上部より立設した支持台部44にトリガーＦを
軸着して構成し、上部部材B3は、第２縦筒37に嵌着させた第３縦筒52と、第３縦筒52の前
方に突設するとともに、中間部を支持台部44上に嵌合してその前方へ先端を突出した射出
筒54とを備え、射出筒54先端にノズルＤを嵌着するとともに、本体Ｂを覆合してカバーＨ
を装着して構成した場合には、複雑な本体をそれぞれ簡単構造で組付け易く分離形成して
いるため、各部材の製造も容易となり、また、組み付けも容易である。
【００１５】
　また、吐出弁46を、縦流路ｐ内に突設した吐出弁座38と、吐出弁座38上に圧接付勢した
吐出弁体51とで構成し、吸込み弁31を、縦流路ｐ内に突設した吸込み弁座29と、吸込み弁
座29上に載置した上記吐出弁体51と同形状の吸込み弁体30とで構成した場合には、同一部
材を二箇所に使用できて成形効率が上昇し、製造コストの削減にも繋がる。また、吐出弁
46が常時閉方向に付勢されているため、液切れが良いという効果も発揮する。
【００１６】
　また、吐出弁体51は、吐出弁座38上に圧接した棒状弁部51ａと、棒状弁部51ａ上の環状
位置に複数立設するとともに、縦流路ｐ頂部に垂設したテーパ筒50周囲に摺動可能に嵌合
した傾斜面ｆを備える弾性突部51ｂとで構成し、テーパ筒50と各傾斜面ｆとで常時吐出弁
体51を下方へ付勢してなる場合には、弁体の構造が簡単で製造が容易であり、また、組み
付け操作もより簡単となる利点がある。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】トリガー式液体噴出器の縦断面図である。（実施例１）
【図２】装着キャップと下部部材を嵌合した状態の縦断面図である。（実施例１）
【図３】中間部部材にプランジャ、トリガー、バネ部材を装着した状態の縦断面図である
。（実施例１）
【図４】上部部材にノズルを嵌着した状態の縦断面図である。（実施例１）
【図５】中間部部材にプランジャ、トリガー、バネ部材を装着した状態の側面図である。
（実施例１）
【図６】カバーの縦断面図である。（実施例１）
【発明を実施するための形態】
【００１８】
　以下、本発明の形態を図面を参照して説明する。
【００１９】
　図１はトリガー式液体噴出器１の一例を示すもので、トリガー式液体噴出器１は、容器
体２と、トリガー式ポンプ３とを備えている。
【００２０】
　容器体２は、胴部10より肩部11を介して口頸部12を起立したボトルタイプのものが使用
できる。
【００２１】
　トリガー式ポンプ３は、装着キャップＡと、本体Ｂと、パイプＣと、ノズルＤと、プラ
ンジャＥと、トリガーＦと、カバーＨとを備えている。
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【００２２】
　装着キャップＡは、容器体２の口頸部12外周に螺着させる周壁20の上端より内方へフラ
ンジ21を延設して構成している。
【００２３】
　本体Ｂは、下部部材B1と、中間部部材B2と、上部部材B3とで構成している。
【００２４】
　下部部材B1は、外周に装着キャップＡを回動可能に嵌合させた基筒部25を備えている。
基筒部25外周に突設したフランジ26上に装着キャップＡのフランジ21を遊嵌させて回動可
能に装着キャップＡを嵌合させている。基筒部25内には頂板27を架設し、頂板27の後部偏
心位置を貫通して第１縦筒28を支持している。第１縦筒28の下部にはパイプＣの上端部を
嵌着し、その下端を容器体２内に垂下させている。また、パイプＣの上方位置に吸込み弁
座29を突設し、その上に載置した吸込み弁体30とで吸込み弁31を構成している。頂板27に
は容器体２内への外気の導入に寄与する透孔32を穿設している。更に、第１縦筒28の上端
部前面にはシリンダ内と連通させるための透孔33を穿設している。
【００２５】
　中間部部材B2は、下部部材B1の基筒部25外周に嵌合させた有頂の連結筒35を備え、連結
筒頂壁36の後部偏心位置を貫通する第２縦筒37を備えている。第２縦筒37は、第１縦筒28
の上部外周に下部を嵌着し、縮径した上部内には吐出弁座38を突設している。吐出弁座38
上方の第２縦筒37内面は上方に行くに従って広がるテーパ状に形成している。また、第２
縦筒37の前部で、連結筒頂壁36上にシリンダ39を突設している。シリンダ39と連結筒頂壁
36とは一部を共有している。シリンダ39の下部には容器体内への外気の導入に寄与する透
孔40を穿設しており、シリンダ39内後端の第２縦筒37には第１縦筒28の透孔33を介して第
１縦筒28内と連通させるための透孔41を穿設している。更に、第２縦筒37の上端前部には
射出筒との連通用の透孔43を穿設している。シリンダ39の前部上部には支持台部44を立設
している。支持台部44は一対の側板44ａを備え、各側板44ａの後端下部を連結板44ｂで連
結しており、各側板44ａにはトリガーＦを軸支するための軸受け44ｃをそれぞれ穿設して
いる。また、側板44ａ上にはカバーＨを係止するための係止突起44ｄを突設している。ま
た、シリンダ39の上面レベルの第２縦筒37外周に二重筒状に嵌合筒45を起立している。更
に、第２縦筒37後部からはカバーＨを係止するための係止突起47を突設した突部48を突設
している。
【００２６】
　上部部材B3は、第２縦筒37の外周に嵌着し、頂部より有底のテーパ筒50を垂設して吐出
弁座38との間に吐出弁体51を介在させた第３縦筒52を備えている。また、第３縦筒52の外
周よりフランジを介して垂設した嵌合筒部53を中間部部材B2の嵌合筒45外周に嵌合してい
る。この第３縦筒52内からその下方の第２縦筒37内、第１縦筒28内を縦流路ｐとして構成
しており、パイプＣを介して容器体２内と連通する如く構成している。更に、第３縦筒52
の上部から前方に、中間部を支持台部44上に嵌合してその前方へ先端を突出した射出筒54
を突設している。射出筒54の先端には大径の嵌合筒部55を備え、嵌合筒部55の中央に中心
軸部56を突設している。
【００２７】
　上記した吐出弁座38と吐出弁体51とで吐出弁46を構成している。吐出弁体51は、吐出弁
座38上に圧接した、下面が半球状の棒状弁部51ａと、棒状弁部51ａ上の環状位置に複数立
設するとともに、縦流路ｐ頂部に垂設したテーパ筒50周囲に摺動可能に嵌合した傾斜面ｆ
を備える弾性突部51ｂとで構成している。そして、テーパ筒50と各傾斜面ｆとで常時吐出
弁体51を下方へ付勢している。従って、液圧で吐出弁46が開弁し、吐出弁体51が上昇した
際には、各傾斜面ｆがテーパ筒50外周を摺動上昇して各弾性突部51ｂが拡開され、液圧が
減少して液の一定量の吐出が終わると各弾性突部51ｂの弾性復元力とテーパ筒50と傾斜面
ｆとの作用で吐出弁体51が下降し、再び吐出弁46が閉じる如く構成している。また、上記
した吸込み弁体30の形状はこの吐出弁体51の形状と全く同じ形状に形成している。
【００２８】
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　射出筒54の先端には直接ノズルＤを嵌着している。ノズルＤは嵌合筒部55外周に回動可
能に嵌合させた外筒60内に噴出口61を備えた前板62を架設し、前板62の後面から中心軸部
56外周に遊嵌させた筒部63を突設し、筒部63内と射出筒54内を連通するとともに、筒部63
内前部に回動により中心軸部56先端の凹溝57と連通する凹溝64を備えた肉厚部を設けてい
る。そして、凹溝相互が連通する位置にノズルＤを回動させることで、液の噴出が可能と
なり、また、凹溝相互の位置がずれた位置では流路が遮断される如く構成している。
【００２９】
　プランジャＥは、シリンダ39の内周に摺動する摺動部70を本体部71の外周より突設し、
シリンダ39内より先端部を突設してシリンダ39内を前後動可能に装着している。
【００３０】
　トリガーＦは、一対の側板部75間前部を前板部76で連結し、側板部75の上部に突設した
軸77を支持台部44の軸受け44ｃにそれぞれ軸着して揺動可能に装着している。また、各側
板部75には、バネ部材Ｇを装着するための拡幅部分75ａを設けている。この拡幅部分75ａ
は、外方へ広がり、下面が湾曲し、上面及び後面を開放した形態をなしている。更に、こ
の拡幅部分75ａ位置の内面に回動軸78をそれぞれ突設しており、各回動軸78をプランジャ
Ｅの前部両側に凹設した軸受け凹部72にそれぞれ枢着している。
【００３１】
　バネ部材Ｇは、一対の上方へ湾曲突出する湾曲板部80の先端を連結板部81で連結した形
態をなしており、トリガーＦとプランジャＥとの枢着位置下方に連結板部81を位置させて
、各湾曲板部80先端部をトリガーＦの拡幅部分75ａ内に装着し、後端部の内面に突設した
凸部82を、図５に示す如く、第２縦筒37の後部両側に凹設した凹部49に係止させている。
そして、トリガーＦを引くことでプランジャＥが後方へ移動してシリンダ39内を加圧する
とともに、バネ部材Ｇは先端部が拡幅部分75ａの前面に当接して弾性変形し、トリガーＦ
の押圧を開放するとバネ部材Ｇの弾性復元でトリガーＦが前方へ揺動するとともに、プラ
ンジャＥが前方へ移動する如く構成している。
【００３２】
　カバーＨは、本体Ｂの両側及び上面及び後面を覆合するもので、頂部及び後部に設けた
透孔90、91にそれぞれ支持台部44の係止突起44ｄ、中間部部材の係止突起47を係合し、ま
た、両内側面にそれぞれ設けた突条92を支持台部44の各側板44ａ外面に設けた突条44ｅに
係合して装着している。
【００３３】
　尚、上記各部材は主として合成樹脂により形成され、必要に応じて金属或いは柔軟性の
あるエラストマー等を併用することも可能である。
【符号の説明】
【００３４】
１：トリガー式液体噴出器
２：容器体
10…胴部、11…肩部、12…口頸部
３：トリガー式ポンプ
Ａ：装着キャップ
20…周壁、21…フランジ
Ｂ：本体
B1：下部部材
25…基筒部、26…フランジ、27…頂板、28…第１縦筒、29…吸込み弁座、
30…吸込み弁体、31…吸込み弁、32…透孔、33…透孔
B2：中間部部材
35…連結筒、36…頂壁、37…第２縦筒、38…吐出弁座、39…シリンダ、40…透孔、
41…透孔、43…透孔、44…支持台部、44ａ…側板、44ｂ…連結板、44ｃ…軸受け、
44ｄ…係止突起、44ｅ…突条、45…嵌合筒、46…吐出弁、47…係止突起、48…突部、
49…凹部
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B3：上部部材
50…テーパ筒、51…吐出弁体、51ａ…棒状弁部、51ｂ…弾性突部、ｆ…傾斜面、
52…第３縦筒、53…嵌合筒部、54…射出筒、55…嵌合筒部、56…中心軸部、57…凹溝
Ｃ…パイプ
Ｄ：ノズル
60…外筒、61…噴出口、62…前板、63…筒部、64…凹溝
Ｅ：プランジャ
70…摺動部、71…本体部、72…軸受け凹部
Ｆ：トリガー
75…側板部、75ａ…拡幅部分、76…前板部、77…軸、78…回動軸
Ｇ：バネ部材
80…湾曲板部、81…連結板部、82…凸部
Ｈ：カバー
90…透孔、91…透孔、92…突条
ｐ：縦流路



(9) JP 2012-176384 A 2012.9.13

【図１】

【図２】



(10) JP 2012-176384 A 2012.9.13

【図３】

【図４】



(11) JP 2012-176384 A 2012.9.13

【図５】

【図６】


	biblio-graphic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings

